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研究方法 
　

・ジェンガで3種類
の層を作成
・層の組み合わせを変えて4種類の構
造を作成（図１）
・揺れ幅：2cm / 4cm
・1秒間に2往復（一定）
・倒壊するまでの時間を測定

⚫定義
・倒壊した瞬間（音が鳴った時）
までの時間を測定。
・倒壊までの時間が長いほど耐震性
が高いと定義した。
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仮説①が最も耐震性が大きい。 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研究の目的階層構造の組み合わせと揺れ幅の違

いが、耐震性に与える影響を調べる。

考察 
【振れ幅２cm】
・①はジェンガ同士の接触面積が大きい
ため、層間の摩擦が大きく なり、長く耐え
ることができた。

【揺れ幅４cm】
・④は各層の動きが異なり大きい揺れ　 　　　　　　　　　　
が一気に伝わらなかった ため、長く耐え
ることができた。
・③は揺れが一箇所に集中 し、長い時間
耐えきれなかった。

  ①   ②   ③   ④
2cm 2.12 3.08 4.51 3.85
4cm 1.95 1.98 2.33 2.34

　   ①   ②   ③   ④

2cm 4.5 3.1 2.1 3.9

4cm 2.3 2.0 1.9 2.4

① ② ③ ④

③>②>④≧①の順に揺
れにくかった。
③は揺れの大きさに左右
されない。
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先行研究  固定層の上に重ねる層の数が偶数の
場合、耐震性が高い


